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むつ市議会第１４８回臨時会会議録 第１号

平成２３年１０月３１日（月曜日）午前１０時開会・開議議事日程 第１号

◎諸般の報告

第１ 仮議席の指定

第２ 議長選挙

第３ 議席の指定

第４ 会議録署名議員の指名

第５ 会期の決定

第６ 副議長選挙

第７ 常任委員の選任

第８ 議会運営委員の選任

第９ 一部事務組合下北医療センター議会議員の選挙

第10 下北地域広域行政事務組合議会議員の選挙

第11 市長あいさつ

【議案上程、提案理由説明】

第12 議案第43号 平成23年度むつ市一般会計補正予算

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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出席議員（２５人）仮議席

１番 上 路 德 昭 ２番 中 村 正 志

３番 斉 藤 孝 昭 ４番 佐 賀 英 生

５番 横 垣 成 年 ６番  池 光 弘

７番 村 中 徹 也 ８番 富 岡 修

９番 菊 池 広 志 １０番 岡 崎 健 吾

１１番 山 本 留 義 １２番 佐 々 木 隆 徳

１３番 冨 岡 幸 夫 １４番 鎌 田 ち よ 子

１５番 濵 田 栄 子 １７番 大 瀧 次 男

１８番 半 田 義 秋 １９番 白 井 二 郎

２０番 石 田 勝 弘 ２１番 東 健 而

２２番 目 時 睦 男 ２３番 浅 利 竹 二 郎

２４番 佐 々 木 肇 ２５番 村 川 壽 司

２６番 川 下 八 十 美

欠席議員（１人）仮議席

１６番 工 藤 孝 夫

説明のため出席した者

市 長 宮 下 順 一 郎 副 市 長 野 戸 谷 秀 樹

公 営 企 業教 育 長 遠 島 進 遠 藤 雪 夫管 理 者

選 挙 管 理代 表 小 川 照 久 委 員 会 畑 中 政 勝監 査 委 員 委 員 長

農 業 総 務 政 策委 員 会 立  順 一 伊 藤 道 郎部 長会 長

財 務 部 長 下 山 益 雄 民 生 部 長 奥 川 清 次 郎

保 健 福 祉 松 尾 秀 一 経 済 部 長 中 嶋 達 朗部 長

川 内 庁 舎建 設 部 長 山 本 伸 一 布 施 恒 夫所 長

大 畑 庁 舎 脇 野 沢若 松 通 高 坂 浩 二所 長 庁 舎 所 長

会 計
管 理 者 選 挙 管 理総 務 大 橋 誠 委 員 会 成 田 晴 光政 策 部 事 務 局 長理 事
出 納 室 長
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農 業監 査 委 員 石 田 武 男 委 員 会 手 間 本 富 士 雄事 務 局 長 事 務 局 長

公 営 企 業
局 長教 育 部 長 齋 藤 秀 人 齊 藤 鐘 司下 水 道
部 長

総 務 財 務 部政 策 部 花 山 俊 春 政 策 石 野 了政 策 推 進 監推 進 監

建 設 部 総 務
政 策 鏡 谷 晃 政 策 部 柳 谷 孝 志
推 進 監 総 務 課 長

総 務
政 策 部 財 務 部野 藤 賀 範 氏 家 剛総 務 課 財 政 課 長
総 括 主 幹

建 設 部建 設 部 都 市都 市 建 築 望 月 操 藤 本 均建 築 課課 長 総 括 主 幹

大 畑 庁 舎大 畑 庁 舎 産 業産 業 建 設 柏 谷 忍 坂 井 隆建 設 課課 長 総 括 主 幹

総 務
政 策 部 栗 橋 恒 平総 務 課
主 任

事務局職員出席者

事 務 局 長 須 藤 徹 哉 次 長 澤 谷 松 夫

総 括 主 幹 濱 田 賢 一 主 任 主 査 小 林 睦 子

主 任 主 査 石 田 隆 司 主 任 村 口 一 也
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◎臨時議長紹介

〇事務局長（須藤徹哉） 一般選挙後最初の議会で

ありますので、議長が選挙されるまでの間、地方

自治法第107条の規定により、年長議員が臨時に

議長の職務を行うことになっております。

出席議員中、川下八十美議員が年長の議員であ

りますので、臨時議長をお願いいたします。

◎臨時議長あいさつ

〇臨時議長（川下八十美） ただいまご紹介をいた

だきました、私昭和15年５月２日生まれ、71歳、

本日ご出席の25名の市議会議員中最年長議員であ

ります川下八十美でございます。むつ市議会第

148回臨時会に当たりまして、地方自治法第107条

の規定に基づき、年長のよしみをいただいて臨時

議長の職務を務めてまいりますので、一言ごあい

さつを申し述べさせていただきます。

私は、昭和42年の市議会議員選挙に弱冠27歳で

初当選をさせていただいてより、去る10月２日の

選挙におきまして、10回目の当選をさせていただ

きました。議長席からの大変高いところからでは

ございまするが、この機会に市民の皆々様方に衷

心から感謝とお礼を申し上げさせていただきたい

。 。のであります まことにありがとうございました

さて私は、直接、間接市政に参画すること足か

け45年になりますが、その間第17代市議会議長も

務めさせていただきましたけれども、何分にも政

治経験も浅く、議事運営もふなれでございまする

ので、ご列席の皆々様方のご協力をいただいて、

本職をスムーズに何事もなく、しかも円満にこの

議事を進めてまいりたいと存じておりますので、

議員各位には格段のご協力とご支援、ご指導を心

のしんよりお願いを申し上げまして、私の臨時議

長就任のごあいさつにかえさせていただきます。

ありがとうございました。よろしくお願い申し上

げます。

◎開会及び開議の宣告

午前１０時０４分 開会・開議

〇臨時議長（川下八十美） ただいまからむつ市議

会第148回臨時会を開会いたします。

ただいまの出席議員は25人で定足数に達してお

ります。

これから本日の会議を開きます。

◎諸般の報告

〇臨時議長（川下八十美） 議事に入る前に諸般の

報告を行います。

まず初めに、地方自治法第121条に基づく今臨

時会への説明員の出席者については、お手元に配

布の名簿のとおりであります。

次に、監査委員から、地方自治法第235条の２

第３項の規定に基づく例月出納検査の結果報告が

ありました。なお、関係書類は事務局に保管して

ありますので、ご閲覧願います。

以上で諸般の報告を終わります。

〇臨時議長（川下八十美） 本日の会議は議事日程

第１号により議事を進めます。

◎日程第１ 仮議席の指定

〇臨時議長（川下八十美） 日程第１ 仮議席の指

定を行います。

仮議席は、ただいまご着席の議席と指定いたし

ます。
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◎日程第２ 議長選挙

〇臨時議長（川下八十美） 次は、日程第２ 議長

選挙を行います。

選挙は投票をもって行います。

議場を閉鎖します。

（議場閉鎖）

〇臨時議長（川下八十美） これより出席議員数の

確認を行います。

ただいまの出席議員数は25人であります。

投票用紙を配布いたします。

（投票用紙配布）

〇臨時議長（川下八十美） 投票用紙の配布漏れは

ありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇臨時議長（川下八十美） 配布漏れなしと認めま

す。

投票箱を改めます。

（投票箱点検）

〇臨時議長（川下八十美） 異状なしと認めます。

念のため申し上げます。投票は単記無記名であ

ります。

点呼に応じて順次記載台で投票用紙に被選挙人

の氏名を記載のうえ投票を願います。

点呼いたします。

〇事務局長（須藤徹哉） それでは、ただいまより

お名前を読み上げます。

投票記載台のスペースの関係により、同時に投

票できる人数は３名となっております。３名ずつ

お名前を読み上げますので、順次投票記載台にて

被選挙人の氏名を記載し、投票箱に投票してくだ

さい。

（事務局長氏名点呼・投票）

〇臨時議長（川下八十美） 投票漏れはありません

か。

（ なし」の声あり）「

〇臨時議長（川下八十美） 投票漏れなしと認めま

す。

投票を終了いたします。

議場の閉鎖を解きます。

（議場開鎖）

〇臨時議長（川下八十美） 開票を行います。

会議規則第31条第２項の規定により、立会人に

３番斉藤孝昭議員、14番鎌田ちよ子議員、20番石

田勝弘議員を指名いたします。

よって、３番斉藤孝昭議員、14番鎌田ちよ子議

員、20番石田勝弘議員の立ち会いを願います。

（開 票）

〇臨時議長（川下八十美） 投票の結果を報告いた

します。

投票総数25票。これは、先ほどの出席議員数に

符合いたしております。

そのうち有効投票 ２３票

無効投票 ２票

有効投票中

山本留義議員 ２２票

横垣成年議員 １票

以上のとおりであります。

この選挙の法定得票数は６票であります。よっ

て、山本留義議員が議長に当選されました。

ただいま議長に当選されました山本留義議員が

議場におられますので、本席から会議規則第32条

第２項の規定による告知をいたします。

山本留義議員にごあいさつをお願いいたしま

す。

（11番 山本留義議員登壇）

〇11番（山本留義） ただいま議員皆様の温かいご

支援とご協力を賜りまして、むつ市議会の議長に

当選させていただきました。心から厚く御礼を申

し上げます。

もとより浅学非才の身ではありますが、平成７

年、むつ市議会議員に初当選以来16年間、市民の
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幸せとむつ市政発展のため鋭意努めてまいりまし

た。今後も議会は住民の代表機関であり、自治体

の行政執行の状態を監視しつつ、議長として市民

、 、本位を旨として 市民の幸せを第一に議会の発展

そして市政発展のために皆様とともに努めてまい

る所存であります。

議員皆様のご協力を改めて心からお願いを申し

上げますとともに、重ねて皆様に感謝を申し上げ

まして、就任のあいさつとさせていただきます。

ありがとうございました。

〇臨時議長（川下八十美） それでは、ここで新議

長が選任されましたので、新議長にはこれから円

満な議会運営を心がけていただくことをご期待申

し上げて、新議長と交代をいたします。

山本留義議長、議長席にご着席願います。

（山本留義議長着席）

◎日程第３ 議席の指定

〇議長（山本留義） 次は、日程第３ 議席の指定

を行います。

議席は、会議規則第４条第１項の規定により議

長から指定いたします。議員各位の議席番号と氏

名を職員に朗読させます。

（事務局長議席番号・氏名朗読・

別紙議席表）

〇議長（山本留義） ただいま朗読したとおり議席

を指定いたします。

◎日程第４ 会議録署名議員の指名

〇議長（山本留義） 次は、日程第４ 会議録署名

議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第82条の規定によ

り、１番上路德昭議員及び25番村川壽司議員を指

名いたします。

◎日程第５ 会期の決定

〇議長（山本留義） 次は、日程第５ 会期の決定

を議題といたします。

お諮りいたします。本臨時会の会期は本日から

11月１日までの２日間としたいと思います。これ

にご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、会期は本日から11月１日までの２日間と決定

いたしました。

◎日程第６ 副議長選挙

〇議長（山本留義） 次は、日程第６ 副議長選挙

を行います。

選挙は投票をもって行います。

議場を閉鎖いたします。

（議場閉鎖）

〇議長（山本留義） これより出席議員数の確認を

行います。

ただいまの出席議員数は25人であります。

投票用紙を配布いたします。

（投票用紙配布）

〇議長（山本留義） 投票用紙の配布漏れはありま

せんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 配付漏れなしと認めます。

投票箱を改めます。

（投票箱点検）

〇議長（山本留義） 異状なしと認めます。

念のため申し上げます。投票は単記無記名であ

ります。点呼に応じて順次記載台で投票用紙に被

選挙人の氏名を記載のうえ投票願います。

点呼いたします。
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〇事務局長（須藤徹哉） それでは、ただいまより

お名前を読み上げます。

投票記載台のスペースの関係により、同時に投

票できる人数は３名となっております。３名ずつ

お名前を読み上げますので、順次投票記載台にて

被選挙人の氏名を記載し、投票箱に投票してくだ

さい。

（事務局長氏名点呼・投票）

〇議長（山本留義） 投票漏れはありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 投票漏れなしと認めます。

投票を終了いたします。

議場の閉鎖を解きます。

（議場開鎖）

〇議長（山本留義） 開票を行います。

会議規則第31条第２項の規定により、立会人に

３番斉藤孝昭議員、14番鎌田ちよ子議員、20番石

田勝弘議員を指名いたします。

よって、３番斉藤孝昭議員、14番鎌田ちよ子議

員、20番石田勝弘議員の立ち会いを願います。

（開 票）

（ ） 。〇議長 山本留義 投票の結果を報告いたします

投票総数25票。これは先ほどの出席議員数に符

合しております。

そのうち有効投票 １９票

無効投票 ６票

有効投票中

斉藤孝昭議員 １７票

石田勝弘議員 １票

横垣成年議員 １票

以上のとおりであります。

この選挙の法定得票数は５票であります。よっ

て、斉藤孝昭議員が副議長に当選されました。

ただいま副議長に当選されました斉藤孝昭議員

が議場におられますので、本席から会議規則第

32条第２項の規定による告知をいたします。

斉藤孝昭議員にごあいさつをお願いいたしま

す。

（３番 斉藤孝昭議員登壇）

〇３番（斉藤孝昭） ただいま当選させていただき

。 、 。ました斉藤孝昭です 今期 ３期目になりました

皆さんのご協力のもと、山本議長を補佐しなが

ら、議会運営がスムーズに進むように一生懸命働

かせていただきます。今後ともよろしくお願いい

たします。

投票いただいた皆様、そして支持していただい

た皆様、そしてこれから一緒に議会運営を行う議

員各位の皆様、本当にありがとうございました。

これからもよろしくお願いします。

〇議長（山本留義） ここで昼食並びに会派代表者

会議開催のため、午後１時まで暫時休憩いたしま

す。

午前１０時５０分 休憩

午後 １時００分 再開

〇議長（山本留義） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎日程第７ 常任委員の選任

〇議長（山本留義） 次は、日程第７ 常任委員の

選任を行います。

。 、お諮りいたします 常任委員の選任については

委員会条例第８条第１項の規定により、総務教育

常任委員に上路德昭議員、横垣成年議員、村中徹

也議員、岡崎健吾議員、濵田栄子議員、石田勝弘

議員、浅利竹二郎議員、佐々木肇議員、山本留義

の以上９人、産業建設常任委員に中村正志議員、

斉藤孝昭議員、池光弘議員、富岡修議員、冨岡

幸夫議員、大瀧次男議員、東健而議員、村川壽司

議員の以上８人、民生福祉常任委員に佐賀英生議

員、菊池広志議員、佐々木隆徳議員、鎌田ちよ子



- 8 -

議員、工藤孝夫議員、半田義秋議員、白井二郎議

員、目時睦男議員、川下八十美議員の以上９人を

それぞれ指名したいと思います。これにご異議あ

りませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、ただいま指名いたしました以上の議員をそれ

ぞれの常任委員に選任することに決定いたしまし

た。

◎日程第８ 議会運営委員の選任

〇議長（山本留義） 次は、日程第８ 議会運営委

員の選任を行います。

お諮りいたします。議会運営委員の選任につい

ては、委員会条例第８条第１項の規定により、中

村正志議員、佐賀英生議員、岡崎健吾議員、冨岡

幸夫議員、鎌田ちよ子議員、大瀧次男議員、目時

睦男議員の以上７人を指名したいと思います。こ

れにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、ただいま指名いたしました以上７人の議員を

議会運営委員に選任することに決定いたしまし

た。

なお、各常任委員及び議会運営委員は、次の休

憩中に委員会を開くよう本席から口頭をもって招

集いたします。

◎会議時間の延長

〇議長（山本留義） この際、各常任委員会及び議

会運営委員会開催のため、本日の会議時間をあら

かじめこれを延長いたします。

ここで各委員会開催のため暫時休憩いたしま

す。

午後 １時０３分 休憩

午後 １時３５分 再開

〇議長（山本留義） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

先ほど開かれました各常任委員会及び議会運営

委員会において正副委員長が決定いたしましたの

で、ご報告いたします。

総務教育常任委員長に石田勝弘議員、副委員長

に岡崎健吾議員、産業建設常任委員長に大瀧次男

議員、副委員長に東健而議員、民生福祉常任委員

長に佐々木隆徳議員、副委員長に佐賀英生議員、

議会運営委員長に中村正志議員、副委員長に鎌田

ちよ子議員が決定いたしましたので、ご報告いた

します。

◎日程第９ 一部事務組合下北医療セ

ンター議会議員の選挙

〇議長（山本留義） 次は、日程第９ 一部事務組

合下北医療センター議会議員の選挙を行います。

本件は、一部事務組合下北医療センター規約第

５条第１項の規定に基づき８人の議員を選挙する

ものであります。

選挙は投票をもって行います。

議場を閉鎖いたします。

（議場閉鎖）

〇議長（山本留義） これより出席議員数の確認を

行います。

ただいまの出席議員数は25人であります。

投票用紙を配布いたします。

（投票用紙配布）

〇議長（山本留義） 投票用紙の配布漏れはありま

せんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 配付漏れなしと認めます。
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投票箱を改めます。

（投票箱点検）

〇議長（山本留義） 異状なしと認めます。

念のため申し上げます。投票は単記無記名であ

ります。点呼に応じて順次記載台で投票用紙に被

選挙人の氏名を記載のうえ投票願います。

点呼いたします。

〇事務局長（須藤徹哉） それでは、ただいまより

お名前を読み上げます。

投票記載台のスペースの関係により、同時に投

票できる人数は３名となっております。３名ずつ

お名前を読み上げますので、順次投票記載台にて

被選挙人の氏名を記載し、投票箱に投票してくだ

さい。

（事務局長氏名点呼・投票）

〇議長（山本留義） 投票漏れはありませんか。

（ なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） 投票漏れなしと認めます。

投票を終了いたします。

議場の閉鎖を解きます。

（議場開鎖）

〇議長（山本留義） 開票を行います。

会議規則第31条第２項の規定により、立会人に

６番池光弘議員、13番冨岡幸夫議員、20番石田

勝弘議員を指名いたします。

、 、 、よって ６番池光弘議員 13番冨岡幸夫議員

20番石田勝弘議員の立ち会いを願います。

（開 票）

（ ） 。〇議長 山本留義 投票の結果を報告いたします

投票総数25票。これは先ほどの出席議員数に符

合いたしております。

そのうち有効投票 ２５票

無効投票 ０票

有効投票中

佐賀英生議員 ３票

岡崎健吾議員 ３票

鎌田ちよ子議員 ３票

濵田栄子議員 ３票

大瀧次男議員 ３票

目時睦男議員 ３票

浅利竹二郎議員 ３票

川下八十美議員 ３票

工藤孝夫議員 １票

以上のとおりであります。

この選挙の法定得票数は１票であります。よっ

て、佐賀英生議員、岡崎健吾議員、鎌田ちよ子議

、 、 、 、員 濵田栄子議員 大瀧次男議員 目時睦男議員

浅利竹二郎議員、川下八十美議員が一部事務組合

下北医療センター議会議員に当選されました。

ただいま一部事務組合下北医療センター議会議

、 、員に当選されました佐賀英生議員 岡崎健吾議員

鎌田ちよ子議員、濵田栄子議員、大瀧次男議員、

目時睦男議員、浅利竹二郎議員、川下八十美議員

が議場におられますので、本席から会議規則第

32条第２項の規定により告知をいたします。

◎日程第10 下北地域広域行政事務組

合議会議員の選挙

〇議長（山本留義） 次は、日程第10 下北地域広

域行政事務組合議会議員の選挙を行います。

本件は、下北地域広域行政事務組合規約第５条

第１項の規定に基づき10人の議員を選挙するもの

であります。

お諮りいたします。選挙の方法については、地

方自治法第118条第２項の規定により指名推せん

とし、議長から指名したいと思います。これにご

異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、選挙の方法については指名推せんとし、議長

から指名することに決定いたしました。



- 10 -

下北地域広域行政事務組合議会議員に中村正志

、 、 、 、議員 横垣成年議員 池光弘議員 富岡修議員

佐々木隆徳議員、冨岡幸夫議員、半田義秋議員、

白井二郎議員、東健而議員、村川壽司議員の以上

10人を指名いたします。

お諮りいたします。ただいま指名いたしました

10人の議員を下北地域広域行政事務組合議会議員

の当選人と定めることにご異議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

〇議長（山本留義） ご異議なしと認めます。よっ

て、ただいま指名いたしました10人の議員が下北

地域広域行政事務組合議会議員に当選されまし

た。

ただいま下北地域広域行政事務組合議会議員に

当選されました中村正志議員、横垣成年議員、

池光弘議員、富岡修議員、佐々木隆徳議員、冨岡

幸夫議員、半田義秋議員、白井二郎議員、東健而

議員、村川壽司議員が議場におられますので、本

席から会議規則第32条第２項の規定により告知を

いたします。

◎日程第11 市長あいさつ

〇議長（山本留義） 次は、日程第11 市長あいさ

つを行います。市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） 本日、議会の組織が定まり

ました機会に、議長のお許しをいただきましたの

で、議員各位に一言ごあいさつを申し述べさせて

いただきたいと存じます。

議員各位におかれましては、去る10月２日執行

の市議会議員選挙におきまして、市民の衆望を担

い、見事当選の栄誉に輝かれました。定数が削減

、 、され 合併前の旧市町村単位の選挙区がなくなり

市全域で争う初めての選挙でありました。少数激

戦の厳しい選挙戦を勝ち抜いての栄誉は、ひとえ

に議員各位のすぐれた人格識見と市政に寄せられ

た日ごろからの熱意によるものであり、心からお

喜び申し上げますとともに深く敬意を表する次第

であります。

当選の栄に浴された皆様におかれましては、議

席を継続されました方々、新たに議席を得られま

した方々、また議席を復活されました方々、それ

ぞれに感慨深いものがあろうかと存じます。そし

て、改めて市民の福祉向上とむつ市発展のために

ご尽力されるご決意を新たにされていることと拝

察申し上げるところであります。

平成23年度の行財政各般につきましては、機会

あるごとに議員各位にご説明させていただいてい

るところでありまして、引き続き議席を継続され

ました議員の皆様におかれましては、その具体的

内容について既にご承知おきいただいているとこ

ろでありますが、この機会に改めて、その主なも

のの概要について申し述べさせていただき、議員

各位のご理解を賜りたいと存じます。

私は、去る８月１日に開催されましたむつ市議

会第147回臨時会での就任あいさつにおいて、こ

れまでの私の基本理念である「まちづくりの主役

は市民の皆さん」など、１期目の公約として掲げ

た７つの柱をさらに進化させ、また深めていくこ

とに加え、むつ市民一人一人があすへの期待と夢

「 」を膨らませることのできる 希望のまち・むつ市

をつくり上げていくことが私の２期目の仕事であ

ると申し上げたところであります。

具体的には 「持続可能な財政運営 「ネクス、 」、

ト50へのさらなる基盤づくりと飛躍 そして 市」、 「

民協働・参画の社会づくり」の大きく３つのテー

マを基本に据えて、各種施策に取り組んでいると

ころでありますが、震災後の復興見通しや国の原

子力政策の方向性など、いまだ不透明な部分が多

い中で 「希望のまち・むつ市」への道のりは決、

して平たんなものでないことは十分承知いたして
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おります。しかしながら、これまで取り組んでき

たこと、なし得てきたことを礎に果敢に取り組ん

でまいりたいと思っております。

初めに 「持続可能な財政運営」についてであ、

りますが、ご承知のとおり平成22年度の一般会計

決算におきましては、退職者の一部不補充による

人件費の縮減、長期債の借りかえ等による公債費

の圧縮、各種事務事業に係る執行残の凍結効果に

よる歳出の抑制、さらには地方交付税の増加等の

要因により約４億2,000万円の黒字となり、13年

ぶりに黒字決算に転換し、赤字解消計画を１年前

倒しで達成することができたところであります。

しかしながら、累積赤字を解消したとはいえ、

長引く景気の低迷により自主財源の根幹でありま

す市税の落ち込みが続く中、下北医療センター３

診療所の抱える不良債務の解消、むつ総合病院へ

の債務負担行為の履行、脇野沢地区の不法投棄廃

棄物の撤去等多額の財政負担を要する行政課題が

山積していることに加え、平成27年度から始まる

地方交付税の段階的減少が確定的でありますこと

から、今後におきましても、決して予断を許さな

い状況に変わりはないものと認識いたしておりま

す。

また、去る３月11日に発生した東日本大震災に

よる被災地への復興財源確保のため、国庫支出金

の縮減や特別交付税の傾斜配分等地方財政に及ぼ

す影響が懸念されることはもとより、福島第一原

子力発電所の事故に伴い、国のエネルギー政策に

ついて根本的見直しが議論され始めたことから、

当市にとりまして重要な財源であります電源立地

地域対策交付金の行方も非常に不透明な状況にな

っております。

したがいまして、今後は国の動向を注視しなが

ら、電源地域に立脚した積極的な歳入確保と徹底

した歳出削減に引き続き努力を惜しまない所存で

ありますし、市民サービスの低下を招かないよう

各種事務事業の見直しと効率化についても最善策

を講じ、常に危機感を持ちながら、中長期的展望

に立った堅実かつ持続可能な財政運営を推進して

いかなければならないものと決意を新たにしてい

るところであります。

次に 「ネクスト50へのさらなる基盤づくりと、

」 、飛躍 というテーマに関連するものでありますが

現在推し進めている施策の主なものについて触れ

させていただきます。

第１次産業の振興として、これまでも力を入れ

てきておりますむつ市のうまいは日本一事業につ

きましては、市民の皆様にも十分浸透してきてい

ると実感しておりますが、さらに各種の仕掛けを

、 、しながら 県内外へも波及させてまいるとともに

この地域にある数多くの観光資源についてはさら

に磨きをかけ、その魅力を高め、観光客の増加に

つなげてまいりたいと考えております。

また、雇用機会の拡大、起業力向上に寄与する

ため、国家資格取得試験対策として行っておりま

す講習会の成果として、第２種放射線取扱主任者

試験において、昨年に引き続き２けた台の合格者

を出すなど、着実に企業力の向上が図られている

ことから、雇用機会の拡大に結びついていってく

れるものと信じております。

さらに、エネルギー供給基地という点に着目し

た電気自動車の普及促進のため、公用車として２

台の導入を済ませ、各種イベント時に展示試乗会

を行っているほか、電気自動車の普及に欠かせな

い急速充電器の設置を12月までに終える予定とし

ております。

このように、地域資源を活用した各種施策への

取り組みは、地域としてのアイデンティティーを

高め、自信と誇りを喚起するとともに、むつ市を

ＰＲする大きな力になるものと考えております。

これらに加え、道路や排水路の整備等市民の生

活に直結する事業はもちろんのこと、未来を担う
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子供たちの学力向上と健全育成に資する小中一貫

教育の推進、乳幼児の健やかな成長と保護者の経

済的負担の軽減のための医療費給付事業、電源立

地地域対策交付金を一部活用してのがん検診推進

事業など、医療、福祉、保健等の充実についても

これまで以上に力を注いでおります。

東日本大震災の教訓を踏まえた対策としては、

非常用食料の備蓄を初め、発電機、暖房器具など

の備え、情報伝達のための無線機の確保などに取

、 、り組んでいるほか 万が一の原子力災害に備えて

原子力施設に関係する下北地域と上北地域の横浜

町、六ヶ所村を加えた７市町村において連絡会議

を設置し、去る10月18日には連絡会議での意見交

換をもとにした県知事への要望も行っておりま

す。

今後においても、防災対策については万全を期

し、災害に強いまちづくりに努めてまいることと

しております。

次に 「市民協働・参画の社会づくり」につい、

てでありますが、既に付近住民を初めとした市民

の皆様方にワークショップ等に参加をいただい

て、その構想段階からご協力いただいております

北の防人大湊地区整備事業に取り組んでおりま

す。この事業は、国の重要文化財に指定された旧

大湊水源地水道施設を生かした周辺地域の活性化

と観光ゾーンの創出を目指したもので、現在実施

設計業務委託に向け簡易公募型プロポーザルを実

施し、設計者が特定されたところであり、今後は

策定された北の防人大湊づくり構想書の素案をも

とに実施設計を行うことになりますが、要所要所

においてワークショップやパブリックコメントな

どにより市民の参画をいただいて進めてまいるこ

とにいたしております。

このほかに、今年度予定しておりますむつ市ス

ポーツ振興計画策定事業にも、アンケートなどに

より市民意見を取り入れていくとともに、新たな

公聴制度として市の重要施策等の計画段階、実施

段階等で市民からの意見や評価をお聞きするメー

ルモニター制度も導入し、市民満足度の把握に努

めてまいります。

さらに、市の予算等についてわかりやすくお伝

えする「なかみの見えるむつ市の予算」を既に各

家庭にお配りしておりますほか、平成22年度の決

算状況につきましても 「ムチュランとムチュリ、

ーが教えるわかりやすいむつ市の決算書」として

11月10日号の市政だよりに折り込みで各家庭にお

配りすることにいたしております。

今後は、予算編成段階においても市民の声が十

分に反映されるような手法を検討してまいる予定

であり 「まちづくりの主役は市民」であること、

、 、を共通の認識とし 市民と行政が手を携えながら

愛する郷土を「希望のまち・むつ市」とするため

に、ともに歩んでまいりたいと考えております。

以上、現在推し進めている施策の主なものにつ

いての概要をご説明申し上げましたが、後期計画

の策定に着手しているむつ市長期総合計画におい

て、その将来像として掲げております「人と自然

が輝く やすらぎと活力の大地 陸奥の国」につ

ながる「希望のまち・むつ市」を築き上げていく

ため誠心誠意努めてまいりますので、市議会初め

多くの関係各位のご理解とご指導、ご鞭撻を賜り

ますよう衷心よりお願い申し上げる次第でありま

す。

ここに重ねてこのたびの晴れのご当選をお祝い

申し上げ、あわせてますますのご健勝とご活躍を

祈念申し上げまして、私からのごあいさつといた

します。

〇議長（山本留義） これで、市長あいさつを終わ

ります。

◎日程第12 議案上程、提案理由説明
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〇議長（山本留義） 次は、日程第12 議案第43号

平成23年度むつ市一般会計補正予算を議題といた

します。

市長から提案理由の説明を求めます。市長。

（宮下順一郎市長登壇）

〇市長（宮下順一郎） ただいま上程されました議

案第43号 平成23年度むつ市一般会計補正予算に

ついて、提案理由及び内容の概要をご説明申し上

げ、ご審議の参考に供したいと存じます。

今回提案いたします補正予算は、517万7,000円

の増額補正でありまして、これにより補正後の歳

入歳出予算総額は、357億3,321万3,000円となり

ます。

この補正予算は、去る９月22日に本県を通過し

た台風15号の豪雨の影響により、市営住宅外山団

地の敷地内にあるのり面が崩落した被害に対する

復旧対策の実施に伴い、予算措置するものであり

まして、歳出には災害復旧費に測量設計業務委託

料を、歳入には財政調整基金からの繰入金を計上

しております。

以上をもちまして、上程されました議案につい

て、その大要を申し上げましたが、細部につきま

しては、議事の進行に伴いまして、ご質問により

詳細ご説明申し上げます。

何とぞ慎重ご審議の上、原案どおり御議決賜り

ますようお願い申し上げる次第であります。

〇議長（山本留義） これで、提案理由の説明を終

わります。

◎散会の宣告

〇議長（山本留義） 以上で、本日の日程は全部終

わりました。

なお、明11月１日は、議席の変更、議案審議及

び議会運営委員会の所管事務継続審査についてを

行います。

本日はこれで散会いたします。

午後 ２時１１分 散会
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